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トルコ地震の復興⽀援の事例紹介
- TDAとBBBの視点から -

ACECC-TC21国内⽀援⼩委員会 幹事⻑
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本⽇お話ししたいこと

分野間連携
Inter-disciplinary Approach

産官学（部門間）連携
Stakeholder coordination

知の集積
Knowledge Flow

TDA (Trans-disciplinary Approach)
分野・部⾨間連携

BBB
Build Back Better

よりよい復興
科学的知見に基づく意思決定

Scientific knowledge-based 
decision making
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⽬次

1.トルコ・シリア地震について
2.BBB×TDAの観点に基づく復興計画の⽀援
3.TDAの観点から⾒た課題
4.まとめ
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１.トルコ・シリア地震について
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１．トルコ・シリア地震について

イスタンブール

ブルサ

カフラマンマラシュ

⾸都アンカラ

M7.5

M7.8

JICA技術協⼒プロジェクト「ブルサ⼤都市圏における地震リスク軽減・防災計画プロジェクト」及び
「地⽅⾃治体の災害リスク管理及び廃棄物管理能⼒向上プロジェクト」(2023年1⽉〜⽇本⼯営・EJEC・⼋千代エンジ)

→ 案件開始後の2023年2⽉にトルコ・シリア地震が発⽣し、
被害調査やカフラマンマラシュを中⼼とした復興⽀援を実施
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１．トルコ・シリア地震について

[各県の建物全壊・倒壊棟数(2023/3/6時点)]

死者は５万⼈以上と⾔われている
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１．トルコ・シリア地震について

[建物の被害例]

組積壁の崩落 杭基礎の不在による転倒

地盤沈下（Golbasi）1階部分の圧潰

Source: 
EL PAIS
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１．トルコ・シリア地震について

[発災後のコンサルタントチームの動き]

① 被害状況／対応状況の把握
② 各⾃治体のニーズの把握・キャパシティの把握 (⇒ 復興プロジェクトの検討)
③ ⽇本の知⾒や経験の紹介

ハタイにおけるヒアリング 環境都市気候変動省（MoEUCC）との
ミーティング（＠アンカラ）
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１．トルコ・シリア地震について

Damage
situation
survey &
analysis

Proposal of
procedures for plan

formulation

Reconstruction Planning Process (2011, Tohoku)
《General process of formulating reconstruction plan in disaster-affected areas》

Formulation of Municipal Reconstruction Plan and reconstruction projects

Establishment
of

Reconstructio
n Committee

Understanding residents' Forming urban reconstruction
intentions policy

Reconstruction plan
development stage

Grasping and analyzing the
disaster situation

Support items by National Governments (example)

Formula
tion of

Reconstr
uction
plan

Implem
entation

of
projects

Project plan
development stage

Forming district-specific project
implementation policy

Examining
countermeasures to

tsunami

Understanding Tsunami
residents' inundation
intentions simulation

Examination of

reconstruction
project plans

the project

Activities for
concrete contents of Feasibility study of consensus among

residents

⽇本の過去の災害における復興プロセス・復興計画に関する資料を説明し、紹介
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

復興計画(Build Back Better Plan = BBB Plan)策定の流れ
The BBB Plan was developed under the leadership of the KMM. Following the earthquake, it was further refined with the 
assistance of JICA experts, as per the request of the KMM. Opinions were gathered through workshops, technical working 
groups, and surveys to related organizations and departments. The public comment on the draft was also conducted before 
finalization.

市⻑ミーティング

Workshop1 Technical Working Group 
1

本邦研修Sub Committee 1

JCC: Joint Coordination Committee (Once in 6 months)

SC: Sub Committee (Once every 3 months)

TWG: Technical Working Group (Once or twice every 1 
month)

October December
2024

January February

復興計画策定

復興計画の承認・公表

Kick off

2023
August March

復興ビジョン策定

September November

パブリックコメントの実施

Agreement of 
work plan

Agreement of 
work plan

復興ビジョンに関する議論

復興計画案策定

復興計画に関する議論

Workshop 2 グループワーク
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

https://kahramanmaras.bel.tr/fs/fields/news/attachments/2024/03/05/yenilikci_yeniden_yapilanma_plani_ingilizce.pdf

2024年２⽉に復興計画(BBB Plan)を策定
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

復興計画＋地震防災での４つの課題とアプローチ
１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ
２) データに基づくUrban Transformationの推進
３) 地盤データの蓄積・可視化・⾼度化
４) Web-GISを⽤いたRisk-sensitive Urban Development
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

・地震発⽣後にカフラマンマラシュ役所で⾔われていたこと

・新しい建物をどこに建てるかという議論が先⾏し、今回の地震を
踏まえて将来の地震に備えるという意識があまり⾒られなかった

・しかし、この認識は正しいのか︖

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ

・街の中の脆弱な建物は2月の地震で倒壊した。

・すなわち今のマラシュは地震に対して安全だ。

・建物が壊れたのは、あそこの地盤がよくないからだetc…マラシュ職員
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

マラシュの主要エリアの6割以上の
建物が被害を受け、特に1割は倒壊

1) 古い組積造住宅の被害

3) 産業集積地の被害

2) 新規開発エリアの被害

Collapse~
moderate

Slight ~
No damage

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ
[PGV of Feb. 6th earthquake (Mw7.7) around Kahramanmaras]

20.2cm/s

28.6cm/s

34.8cm/s

67.7cm/s

80.5cm/s

11.2cm/s 震源から15㎞離れていたこと
もあり、PGVの値は市中⼼部
で概ね30〜60cm/s程度
＝震度5弱〜5強程度

15km
Source Fault
東アナトリア断層

カフラマンマラシュ
断層帯
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ

110.8cm/s

108.8cm/s

170.7cm/s

71.2cm/s

震源断層直上に位置するハタ
イ・アンタキヤは100cm/s超え
＝震度6強程度

108.2cm/s

59.2cm/s
185.2cm/s

[PGV of Feb. 6th earthquake (Mw7.7) around Hatay / Antakya]

Source Fault
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ
[トルコのRC建物の被害関数]

Source: M. Altuğ Erberik: Fragility-based assessment of typical mid-rise and low-rise RC buildings in 
Turkey, Engineering Structures, Volume 30, Issue 5, 2008,

Hatay

Maras

Minor 
damage

Moderate 
damage

Collapsed

被害が限定的だったのは
地震動がHatayと⽐べて

⼩さかったため

将来⼤きい地震が発⽣した場合、
さらなる被害が発⽣する可能性

がある
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ

将来の地震に対する
建物被害リスク

トルコ・シリア地震の
地震動分布の再現
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

２) データに基づくUrban Transformationの推進
・トルコでは、Urban Transformationと呼ばれるエリア再開発制度が存在。
・しかし、必ずしも戦略的に行われているわけではないのが課題。
→各種データの可視化に基づく戦略的な取り組みが必要
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

３) 地盤データの蓄積・可視化・⾼度化
・地震後にカフラマンマラシュのDeputy Secretaryが困っていたこと

・背景：
・数多くの地盤データが収集されている

→しかし、棚にしまわれているだけ→面的な評価・整理が為されていない
・地盤データは地震防災の根幹となるもの。

→地震リスク評価、及びその結果に基づく土地利用規制等の適用の阻害要因
・地震後に起こった科学的根拠が不明瞭な土地利用規制の議論

・支援アプローチ：
・ボーリングデータのデジタル化→面的な評価・可視化
・それらを蓄積する体制の構築

「信頼できる地盤データがわからず、どこに
開発制限・階数制限をかければよいかわからない」
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

３) 地盤データの蓄積・可視化・⾼度化
ボーリングの蓄積・可視化を復興計画の重点プロジェクトとして位置づけ→支援中
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

４) Web-GISを⽤いたRisk-sensitive Urban Development

・災害リスクに関するデータが一元化されていない、そもそもGISデータ

が扱えない、などの理由から、必ずしも地盤データや地震リスクの情報が

都市計画や土地利用等他の施策に反映されていない。

・これが災害リスク管理／防災行政の実務面での大きな障害。

地盤条件や災害リスクを可視化し、あらゆる部署での計画・検討のベース

とすべく、災害リスク情報を含めたWeb-GISの構築を提案。

（→“災害リスクに配慮した都市開発”

Risk-sensitive Urban Development）
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

４) Web-GISを⽤いたRisk-sensitive Urban Development

災害リスク情報を含めたWeb-GISの構築を重要プロジェクトの１つとして位置づけ。
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３．TDAの観点から⾒た課題
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３．TDAの観点から⾒た課題

１． 事前防災について関係機関間で意思決定をする場の必要性
・⽇本で⾔う都道府県防災会議にあたるような場がない。
・例えば、緊急輸送道路など、災害時でも必ず機能を守るべき施設・道路を

あらゆるステークホルダー間で合意し、共通認識を醸成する必要あり。
２．県／市町村レベルのハザードマップ・被害想定の展開

・ローカルレベルのハザードマップ、地震被害想定は数少ない。
・建物やインフラの被害関数（予測式）の不在。データ公開の制約。

３．地⽅⼤学の強化
・産官学の連携はまだ途上。
・特に地⽅⼤学における防災・災害の研究者のリソースが限られる。

(4) Strengthening Disaster Risk Governance
4-2) Formulation of Disaster Risk Reduction Committee 

Chair Başkan
Prefecture Mayor

Vali Belediye Başkanı

Committee Members Komite Üyeleri
Municipalities, Education Committee, Police, Fire management, professors

Belediyeler, Eğitim Komitesi, Polis, İtfaiye, profesörler,

Earthquake 
subcommittee

Typhoon and Floods 
subcommittee

Volcano 
subcommittee

Volkan alt komitesiTayfun ve Sel Alt KomitesiDeprem alt komitesi

[Reference] In Japan, Disaster Risk Reduction Committee is established at every 
prefecture for policy-making and coordination on disaster risk reduction.

防災会議体設置の提案 防災研究機関設置の提案
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４．まとめ
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４．まとめ

○まとめ
・災害後はともすると目の前のことに追われ、近視眼的になる恐れがあるが、

長い物差しで見て、BBBの方向性を示すことが必要。
→その説得力を持たせるためにも科学的なデータ・分析結果が重要。

（Scientific-knowledge based decision making）

・防災で協働するためには、みんなが同じものを見る必要がある。
→その基礎基盤として、地盤や災害リスクの可視化、

そして同じ情報を共有するプラットフォームが必要
（Knowledge Flow＝知の蓄積）

・日本とトルコを比較した場合、
トルコでは事前防災に関して関係機関間で合議する場が少ない。
→本プロジェクトの会議体が議論・協働の場として一定の機能を果たしたが、

恒久的な協働体制の仕組み・場を作ることが引き続きの課題。
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４．まとめ

データ・リスクの
可視化

リスク
コミュニケーション災害リスク管理

災害リスク評価
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ご清聴いただきありがとうございました
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

[復興⽀援の視点]
・トルコと⽇本の「復興」にはBBB(Build Back Better)の観点でギャップが存在。

○⽇本の「復興」の捉え⽅
・災害は地域が従前から潜在的に抱えている課題や弱点を時間軸を縮めた形で表⾯化させる。
・⽇本の復興計画では、不幸にして起きた災害を１つのチャンス・きっかけとして捉え

、潜在的に抱える課題を解決し、中⻑期的にまちをよりよくしていくことを⽬標とし
ている。（＝Build Back Better / よりよい復興）

○トルコの「復興」の捉え⽅
・トルコ的復興では家屋の再建に多くの焦点が置かれている。近視眼

的で、建設的・将来的な復興に向けた議論があまり⾒当たらない。
・いわゆる「復興」(Reconstruction)に相当するトルコ語がない。

直訳である「Yeniden inşa」は物理的なConstructionを⽰す。
・1999年に発⽣し1万7千⼈の⽅が亡くなったコジャエリ地震でも、

復興計画が策定されていたという情報は⾒当たらない。
⇒ このままでは同じことが25年後に起こるのではないか︖
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ

そもそもカフラマンマラシュの歴史を振り返ると…
• 1114年、1513年、1544年、1795年に⼤規模な地震が発⽣。

特に1114年と1795年の地震では数千⼈が亡くなったとされる。
• 過去の地震を踏まえ、マラシュの⼈々はAhir⼭の麓へと移住した。
しかし、1970年以降、再び現在の市中⼼部の開発が進んだ。

• そして再び地震によって中⼼部が被災した (歴史が繰り返された)
Source:
https://www.milliyet.com.tr/gundem/900-yil-sonra-tekrar-yikilan-karamarasin-sirri-prof- dr-pampal-3-fay-hatti-da-
burada-kesisiyor-6913813
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2. BBB×TDAの観点から取り組んだ復興計画の策定⽀援

Characteristics of Building Damage
Masonry(Yigma) RC(Beton)

・古い組積造住宅だけでなく、新しいRC（特に中層の建物）にも被害が発生
→ 既存の住宅についても対策が必要

１) 科学的知⾒に基づくＢＢＢへの意識づけ


